


















































第 64 回 全国社会教育研究大会 広島大会(中国・四国地方) 

 

開催日 令和 4 年 10 月 27 日木曜日・28 日金曜日    

報告者 小北 道大 

 

[大会スローガン]  多様性を生み出し”百万一心”の心根で未来をつくる社会教育!! 

[研 究 主 題]  これからの時代を見据えた学びのデザイン 

～ニューノーマル時代における社会教育の在り方～ 

※ニューノーマル 新しい生活様式 

[スケジュール] 

27 日 

12:30～12:50 

 

歓迎アトラクション 

広島山陽学園山陽高校和太鼓部の予定でしたが、変更になり、オンラインお芝居「オ

オサンショウオウのみどりのサンちゃん」を上映 

13:00～13:50 開会行事 

14:00～15:20 記念講演 

広島サッカーの軌跡 ～百万一心の精神でつくる広島の未来～   

講師 ㈱サンフレッチェ広島 代表取締役社長 仙田信梧 氏 

・学び直し政策  人づくり・地域づくり・つながりづくり 

・丹下ライン (建築家丹下健三) 

  平和記念公園と平和資料館を設計したときに、北に行くと原爆ドームがありその

先にサッカースタジアムを建設する構想があった。当時からこのラインが平和と復興

の象徴であった。 

・生きることの大切さ、命の大切さ、生きる希望を持つことの大切をサッカーを通じ

て存在価値を高め、地域に貢献し、夢と感動を与えていく。 

15:30～17:00 シンポジウム 

これからの時代を見据えた学びのデザイン 

～ニューノーマル時代における社会教育の在り方～ 

[コーディネーター]志々田まなみ氏 国立教育政策研究所 統括研究官 

・時代を見据え、社会の変化にしなやかに変化する 

・ニーズを汲みながら成長する 

[シンポジスト] 

1.小田圭介氏 静岡県・おやじの会何もしない合宿 実行委委員長 

・挨拶の手前に「知り合う」がある。知り合う場をつくる。 

・花を咲かせるのではなく土壌を作る。花を咲かせようとしない。 

・社会教育はインフラ。設計士が必要。 

・中学生はとくに居住地域から切り離されていく。 



・消防団クラブ 大人(消防団員)の得意なことを、子どもの居場所にしていく 

2.平尾順平氏 NPO 法人ひろしまジン大学 代表理事 

 ・学びの場をきっかけに、人と人、地域づくり 

 ・コトバを砕く。行政のコトバを使わない。 

簡単な誰でもわかりやすいコトバに変換する。馴染みやすくする。 

3.山﨑瑞穂氏 島根県社会教育委員・親学ファシリテーター 

4.藤田昌也氏 山口県庁 社会教育主事 

 ・学校教育と社会教育のマッチング 

 ・わかったつもり、知ったつもりを振り返る 

 ・コロナに出会ってわかったこと、出来ているつもりが出来てなく、もろいことが

わかる。多角的にみていなかった。 

 ・共有できる場をつくる 

17:00～17:10 閉会行事 

 

28 日 

9:30～12:00 分科会  第 3 分科会 人生 100 年時代を見据えた社会教育の在り方 

助言者・コーディネーター 関 福生氏 愛媛県新居浜市生涯学習センター 所長 

 

事例発表 

① 富山県 ふるさと黒部つむぐプロジェクト 

  実行委員長 松野健作氏 

・あなたにとって、ふるさととは 

・童謡「ふるさと」の４番目を黒部版で作るプロジェクト 

・主催事業を展開 写真展・作品展・いいとこミステリーツアー・デジタルアーカイ

ブ・ポールウォーキング 

・成果として、 

  コロナ禍を逆手にとる生涯学習事業に。 

  年代も得意分野も異なる団体・委員だからこそできる知恵 

  ふるさとを見つめ直す時間になった。 

② 広島県 「東広島熟年マイスター教育講座」を通じた高齢期の豊かな学びの展開 

 東広島市教育委員会 課長補佐兼社会教育主事 福永崇志氏 

・市全体が学びのキャンパス 

・学んだ成果を地域活動に活かす。 

→経験を活かせる場所等がない。環境整備がされていない 

・いくつになっても学ぶこと。 

  →地域と人をつなぐコーディネートする人材が不足 

・難しい言葉をつかわない。 

・同じ種類の事業の整理 



 

[コーディネーター] 

・自分の思い込みで事業をやっていないか。 

・活躍できる場所をつくる。 

  必要とされることを必要とする文化にする(ウェルビーイング) 

※参照 ウェルビーイングは身体の健康状態が良好であるだけではなく、「肉体的に

も、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態」の幸福を意味。 

・ギブアンドテイク 

メリットデメリットではなく、恩を送る時代(恩送りの文化)をつくる 

 

 

次回 令和 5 年度第 65 回全国社会教育研究大会は宮﨑県で開催  11 月 8 日(水)～10 日(金) 































社会教育推進計画に基づいた施策の目標　分布表　　　　　 ●：主な取組としてあがっている事業　 ○：その他の関連事業　
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全ての世代が学ぶことのできる学びの機会を提供する

地域の課題を地域のネットワークを通じて解決できる仕組みづくりを目指す

社会教育施設として、誰もが気軽に立ち寄れる場所にすることで「まなび・であい・つながる場」をつくる

18 市民の生涯学習の拠点となる

19 誰もが自由に学ぶことができる

20 ICT環境を整備し、新しい公民館活動を推進する

21 障害のある人もない人も気軽に公民館を利用できる環境を提供する

22 全ての市民が共に学ぶことができる場を提供する

23 多様化する情報・変化する住民ニーズに対応する

24 誰もが快適に利用できるよう整備する

25 資料の充実やＩＴ技術を活用する

26 より良いサービスを提供する

27 施設情報の広報を充実する

28 より多くの市民に使用してもらう

29 自然環境の中での体験活動の機会を提供する

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

● ● ○ ○ ○

● ○ ○

【施策の展開】
「施策の方向性」

施策の目標

【1.まなぶ　～生涯学習活動の推進～】
「全世代の人々に学びの扉を開く」 学びの場の提供・情報提供

の充実

01 多様な学習機会の提供をする

● ● ○ ○02 学習の成果を地域の活動等に生かす

03 リモートでの活動ができる環境を整備する

04 地域での家庭教育支援の取組を進める
○ ○ ● ●

05 安心して子育てができる地域のつながりを創出する

06 住民が地域に関心を持つ

○ ●
07 地域のために何かをしたい人を増やす

08 「郷土愛を育む学習」を推進する

09 地域について知識を深め、誇りや愛着を持つ

○ ○ ○

● ○ ○

【２.つながる～学びを通した交流の推進～】
「地域のネットワーク化・交流の推進」

学ぶもの同士や世代間の交
流を推進する

10 地域と学校との連携・協働を進める

●

11 子どもたちの教育活動の充実を図る

12 地域の教育力の再生、地域コミュニティの活性化を進めるため、地域教育協議会による子どもを
守り育てる体制づくりの推進を図る

13 子どもたちが心豊かに育まれる環境づくりを推進するため、地域住民の参画による放課後等の取
組（勉強・スポーツ・文化活動・交流活動等）を実施する

14 学習を通じて学ぶもの同士が交流できる機会を提供する
●

17 学んだ成果で地域の活性化を図り、個人の学習意欲の推進を図る

● ● ○ ○ ○ ○

● ● ● ○ ○ ○
15 地域の教育力を生かし、地域のネットワークを構築する

学びの成果を生かす仕組み
づくり

16 学びの成果を地域社会の様々な場面で発揮し還元する仕組みをつくる
● ● ● ● ● ● ●

【３.ささえる ～生涯学習（まなび・であ
い・つながる場）の拠点づくり～】
「地域住民がいつでも立ち寄れる居場所づく
り・交流の場づくり」

様々な世代が立ち寄ること
のできる居場所・拠点づく
り

公民館

図書館

青少年野外体験施設（黒
髪山キャンプフィール
ド・青少年野外活動セン
ター）

○ ○

○ ● ●○ ○



１．まなぶ●

■事業の取組状況

A B C D E

○

○

○

A B C D E

○

○

○

○

○

○

○

A B C D E

○

○

A B C D E

○

○

A B C D E

○

○

奈良市社会教育推進計画　事業評価シート

事　業
所
管
課

所管課による評価
AまたはBと評価した理由
（主な取組み内容・成果等）

CまたはDと評価した理由
（課題・改善点など今後の方向性も含む）

評価項目NO

公民館における学習事業

地
域
教
育
課

生涯学習センターと23の公民館で、幅広い年齢層を対象とした498事
業を開催した。新型コロナウイルスの影響で、5月1日～6月20日は講
座を中止とした。以降は感染対策を講じながら、土日・夜間の講座や
託児付き講座など、市民がライフスタイルに合わせて参加できる事業
を実施するとともに、市民のニーズに応える多様な学習機会を提供す
ることができた。コロナ禍で、学校園・地域団体などの依頼による公民
館以外の場での講師や出張公演、地域のイベントへの出演などの機
会は減少したが、ボランティアなどに積極的に取り組むグループも
あった。

評価する項目以外に実施できた項目

番号

01

02

03

【施策の展開】
「施策の方向性」 【１．まなぶ　～生涯学習活動の推進～】「全世帯の人々に学びの扉を開く」　　　●：主な取組としてあがっている事業　　

主な取組み内容

03

06

奈良の歴史・文化・自然・モノと、それを守り受け継ぎまた新たに創り
出す“人”をテーマにした月3回の授業開催を基本とし、毎月学びの場
を提供した。令和3年度は32授業を企画、30授業を実施し（2授業は中
止）、定員を上回る応募があった。また、屋外や飲食店、社寺等を教
室として、新聞記者や喫茶店店主、ニット作家など多種多様な業種・
団体との連携により幅広いジャンルの授業を行い、「奈良で働くことの
魅力を再確認できた」「製造現場や伝統工芸の現状を知ることができ
て大変興味深かった」などの声があり、どの授業でも奈良を愛する学
習活動を推進することができた。

奈良ひとまち大学事業

地
域
教
育
課

地
域
教
育
課

評価項目NO

評価項目NO

02

08

子育てスポット事業

子
ど
も
育
成
課

07

09

家庭教育支援事業

05

子育てスポットすくすく広場
事業

子
ど
も
育
成
課

（０４）地域子育て支援拠点において、子育て等に関する相談を実施
し、利用者が抱える不安や問題に対応した。また利用者に対して積
極的に声掛けを行うなど、継続して事業を利用しやすいように取り組
んだ。加えて福祉センターの機能を活かし、高齢者との異世代交流を
図った。
（０５）コロナ禍においても事業を継続し、子育て親子とのつながりを
切らさないよう、感染症対策を徹底するとともに、広場を利用できない
人のためにオンラインを活用した講座や相談等支援を展開し、安心し
て子育てができる環境づくりに寄与した。

05

04

04

01

各地域の子育ての状況が異なり奈良市全体の共通課題が見つけに
くいため、各地域で公民館・支援者・地域住民が子育ての現状につい
て情報共有し、今後どのような支援が必要であるかを考えることを目
的とし、地域の子育て中の当事者や支援者の声を聞く仕組みづくりを
進めることができた。また、子育て世代等に子育てに関する悩みの相
談や情報共有ができる場を提供するとともに、親子で参加できる講座
を実施した。各館、異なるテーマ・対象を設定し、さまざまな課題に対
応した。さらに、ブロック別研修や会議の場で情報共有を行い、市全
体への取組拡大に向けた体制がほぼ整ってきている。

（０４）地域の団体に委託して、市内22カ所で「子育てスポット」を開催
した。また、食育や救命救急に関する講座の実施や、節分等の伝統
行事など、親子育ちにつながる取り組みを実施した。
（０５）地域の団体に委託して事業を実施していることから、利用者と
地域の子育て支援者とのつながりができ、地域で子育てを行っていく
上での安心感につながる。感染症対策を徹底し、利用者とのつながり
が途切れないよう安心して利用できる環境づくりを行った。

05

評価項目NO

評価項目NO

04

【評価方法】
A　良くできた
B　できた
C　できなかった
D　全くできなかった
E　その他
　　（直接的な項目ではないためA～Dを
　　　選択できないもの）



１．まなぶ●

A B C D E

○

○

○

○

A B C D E
○
○
○
○

文化財施設における学習
事業

文
化
財
課

評価項目NO 【史料保存館】
保管資料の保存・活用、ならまち観光の中心施設の一つとして、令和
3年度は、企画展示計4回、季節に応じた奈良の史料を公開する特別
陳列計11回、周辺の行事に合わせてテーマに沿った館蔵品を紹介す
館蔵史料特別公開11回、ならまちわらべうたフェスタ参加展示計１
回、奈良町にぎわいの家での出張展示計3回、展示解説付きガイドツ
アー（なら・観光ボランティアガイドの会と共催）計1回、古文書入門講
座を開催しました。入場者は15,437人でした。なお、新型コロナウイル
ス感染症予防のため、5月1日～5月31日まで休館し、以降についても
子供及び同伴者向けクイズ、集客型イベントの一部は中止しました。

【埋蔵文化財調査センター】
令和３年度に発掘調査速報展、特別展、富雄丸山古墳における発掘
調査体験学習と発掘調査現地公開（地元住民限定）を実施して埋蔵
文化財公開活用を図りました。また、保管資料や記録写真等を博物
館・出版社等41箇所へ貸出して広く活用していただきました。市民考
古サポーターの登録者は令和３年度に103人となり、平成29～令和３
年度合わせて延べ7,869人の支援活動を得て各事業を実施しました。
なお、新型コロナウイルス感染症予防のために、埋蔵文化財調査報
告会を中止しました。

06
07
08
09

文化財普及啓発事業

文
化
財
課

【文化財講座】
例年5～7回程度開催していましたが、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、令和2年度の2回に続き、令和３年度は１回のみの開
催に終わりました。
開催したのは平成27年度から都跡公民館との共催で行っている講座
で、江戸時代後期の民家を会場に、かまどでご飯を炊く体験を中心と
するものです。対象を、従来の「小学生とその保護者」から「小学3年
生以上」に改めたところ、小学生から８０歳代まで、幅広い年齢層の
参加につながりました（応募者、受講者とも9名）。ホームページやツ
イッターで当日の様子を紹介するなど、実施後も情報発信に努めてい
ます。

【文化財説明板】
5基設置しました（平成19年度からの継続事業、計74基）。

【世界遺産振興事業】
令和2年度に続き、令和3年度も、文化遺産紹介の小学生高学年向け
リーフレットを、世界遺産学習に取り組む市立小学校5年生全員に配
布しました。

評価項目NO

06

07

09

08


